
表１．プロセスレコード（受け持ち 3 日目） 
状況説明：午前中に、病棟で話していたとき。 

取り上げた理由：A さんの予想外の行動に動揺し、気になっているから。 

患者の言動／様子 そのときの学生の 
気持ち 

学生の言ったこと 
／行ったこと 

やりとりの意味 

①お昼の話をしている。  ②「なんか、おなか、すい

てきますよね」 
 

③「お菓子があるのよ」と言

って、ベッドに置いてある

お菓子の入った袋を触る。 

④あ、そんなつもりじゃ

なかったのに。いけない。 

⑤「あ、そういうつもりじ

ゃないんですよー。すみ

ません」 

 

⑥「いいのよ、いいの」 ⑦きちんと、断らないと

いけないよな。 

⑧「すみません、でも、私、

学生なので、もらえない

んですよー」と少しあせ

って言う。 

⑧私は学生なので無理

ということを伝えれば

納得してもらえると思

っていた。 

⑨「だいじょうぶよ。食べち

ゃいなさいよ」 
 ⑩「本当にすみません。も

らえなくて……」。 

ますますあせる。 

 

⑪「だって、一緒じゃなきゃ

いやなのよ。みゆきちゃん

が食べないならいやよ」と

少し大きめの声で言う。不

きげんに黙る。 

⑫えつ、こんなこと言わ

れるなんて……。どうし

よう、怒ってしまったよ

うだ。どうしよう。 

⑬「そうですか……」と、

少し黙る。 

⑫何度も断るのは心苦

しいと思うが、どうにか

言おうとした。しかし、

A さんが予想外の反応

をみせ、不きげんになっ

たことにとても動揺し

ている。 

⑭少し時間がたつと（数秒

間）「お昼はなんだろうね」

と、またいつもの調子で言

う。 

⑮あれっ。いきなり話が

かわった。どうしてなの

か。気をつかってくれた

のか。 

⑯「きょうのお昼ですね。

なんでしょうかね。なに

がいいですか？」 

⑭A さんは、怒ったよう

な態度から、突然戻り、

私は再びとまどう。 

⑰「ミートスパゲッティが

いいの」と食べ物の話にな

る。 

   

全体のプロセスからわかったこと／わからないこと 

A さんの予想外の反応に、とても動揺してしまった。怒らせてしまったかと思うと、とまどう。やはり関係

がわるくなるのはこわい、嫌われるのはこわいと思ってしまう。この件のほかにも似たようなことで、私と A

さんの意見がくい違い、要望を受け入れなかった私に対して怒ったような態度をとっていた。 

また、怒ったときも怒ったままでプイとしてしまうのではなく、突然、話題がかわったりするのにもとまど

ってしまう。A さんは「一緒に」ということを何度か言うので、私もそうしたいと思うのだが、なかなか話や

タイミングが合わないことも気になっている。 
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表２．プロセスレコード（受け持ち４日目） 
状況説明：シーツ交換をするとき。  

取り上げた理由：はじめは学生にやれと命令していたが、あとで一緒にやることができたので印象に残ったから。 

患者の言動／様子 そのときの学生の 

気持ち 

学生の言ったこと 

／行ったこと 

やりとりの意味 

①シーツ交換をすることに

なっていたが、ベッドサイ

ドに座り込んでいた。 

 ②「A さん、こんにちは。

シーツ交換するのですよ

ね」 

 

③「そうよ、シーツやるの

よ。やってちょうだい。私、

疲れちゃったのよ。ほら、そ

っちよ」と、とても不きげん

で強い命令口調で言った。 

④えっ、いきなり命令だ。 

なんでこんなに怒ってい

るのか。私 1 人にやれと

言っているようだ。 

⑤「そうですか。じゃあ、

一緒にやりましょうよ」 

③いきなり命令口調で

驚いた。いまは不きげん

なときなのだと思った 

⑥「やってちょうだいよ。ほ

ら、それ（ベッド柵）外すの

よ」 

⑦これで私が１人でやっ

ても……。一緒にやれば

いいのに。なにを言えば 

状況がかわるのだろう

か。 

⑧「私も手伝いますけれ

ど、私、これやったことな

いんですよ。一緒にやっ

て教えてくれませんか」 

⑦A さんは自分ででき

る人なのだから、一緒に

できないかと思い、言い

方をかえてみた。 

⑨「……」。無言のまま、不

きげんそうに動きはじめ、

シーツ交換をやりだす。 

⑩おっ、やりはじめた。絶

対やってくれないわけじ

ゃないのか。 

⑪2 人でシーツ交換をや

る。「あー、終わりました

ね。2 人でやると早いんで

すね」 

⑪2 人で一緒にやった

ことを共有したいと思

った。 

⑫「そうねぇー、はぁ、疲れ

ちゃったわ。これでいいの

よ」 

⑬疲れているようだ。い

まは離れて、またあとで

来よう。 

⑭「少し、疲れましたね。

じゃあ、またあとで来ま

すね」 

 

全体のプロセスからわかったこと/わからないこと 

A さんはシーツ交換を 1 人でやらされることがいやだったようだ。この場面は本当にきげんがわるく、口調

もおだやかなときとは別人のようだった。きげんがわるくなることはもう知っていたから、前ほど動揺するこ

とはなかったが、これほど不きげんになる“意味”とはどういうものかよくわからない。 

あのような命令口調で言われたら私もいやな気分になるし、いまそう感じたことを伝えてみたらと言われた

けれど、あのような状況で「いま私はこう感じた」というようなことを言うのはむずかしいと思ってしまう。取

り付く島がないという印象だ。その数十分後に行ったときは、とてもきげんがよかった。これは A さんの性格

なのか。私はどのように接していけばいいのか、と思った。 
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表３．プロセスレコード（受け持ち５日目） 
状況説明：実習時間が終わるころ、あいさつを兼ねて病室を訪れたとき。 

取り上げた理由：少しは自分の気持ちを伝えられたから。 

患者の言動/様子 そのときの学生の 

気持ち 

学生の言ったこと 

／行ったこと 

やりとりの意味 

①A さんはベッドに横に

なっている。 
 ②「失礼します。いま、い

いですか」 
 

③「いいわよー」 ④いまはきげんがいいよう

だ。お昼過ぎにとてもきげ

んがわるかったことを聞い

てみようか。 

⑤「私ね、ちょっと気にな

っていたんですけれど

ね。A さん、お昼すぎくら

いのとき、なんだかきげ

んわるいなぁって思って

たんですよ」 

 

⑥「え？うん？」。笑顔は

なく真剣な表情になる。 

⑦怒り出すだろうか。少し

不安だが……。 

⑧「うん、ちょっと、きげ

んがあまりよくないかな

って、気になっていたん

ですよ。なにかあったの

かなって」 

⑥笑顔が消え、表情がか

わったので、私も少し迷

ったが、聞いてみること

にした。 

⑨笑顔なく、真剣な表情

のまま、「うーん、昼……。

ない。なにもない」 

⑩覚えてないのだろうか？

なかったことにしようとし

ているか？私がはじめて

「きげんがわるかった」と

言ったので、少し驚いたの

だろうか。 

⑪「そうですか。わかりま

した。……明日はＯＴに

参加されるんですよね」 

⑨今回、私がきげんのわ

るさについて言ったの

は、はじめてだったの

で、A さんも動揺したか

と思い、しつこく聞くの

はやめようと思った。 

⑫「うん、そうなのよ…

…」。おだやかになる。 

⑬怒りだしたりはしないよ

うだ。明日は一緒に参加し

たいことを伝えよう。 

⑭「私、一緒に行ってもい

いですか？」 
 

⑮「一緒に来てくれる

の？うん、一緒に行こう

よ。カラオケよ」 

   

全体のプロセスからわかったこと／わからないこと 

私は、昼以降、A さんが不きげんそうにしていたのが、気になっていたし、なんなのだろうと思っていた。

でも、考えてみれば、A さんは私がそう感じていることはおそらく知らなかっただろうと思う。やっぱり、言

い方とタイミングとか、詳しいことはわからないけれど、気になっていたことを行ってみることにした。 

A さんは「なんにもない」と言葉少なめに言っていたが、今回は私の感じたことを伝えた段階でこの話は終

わりとなった。A さんがなにを考えていたのかわからないし、本当になにかあるかもわからなかったが、それ

を私がわかることが絶対の目的ではないと思うし、私自身もいきなり無理はできないので、少しずつ慣れてい

けたらと思う。 
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表４．プロセスレコード（受け持ち６日目） 
状況説明：午前中に、入院後はじめてＯＴに行ったものの、途中で帰ってくることになり、午後、ベッドサイドで

そのことを話していたとき。  

取り上げた理由：前のやりとりとは違うやりとりになって、印象に残ったから。  

患者の言動／様子 そのときの学生の 

気持ち 

学生の言ったこと 

／行ったこと 

やりとりの意味 

①A さんはベッドに

横になっていて、私は

椅子に座って話して

いた。 

②おだやかに話してい

る。午前中のＯＴのこ

と、聞いてみようか。 

③「A さん、午前中、一緒にＯＴ

行きましたよね。どうでした

か？」 

 

④表情がかたくなり、

笑顔もなしに「うん、

よかったわよ」とぶっ

きらぼうに言う。 

⑤全然、よかったように

は聞こえないけれど。本

当によかったのか？よ

かったわけないよな。 

⑥「よかったですか？」 ④よかったと思ってい

るようには思えなかっ

たので、聞き返した。 

⑦「うん……」 ⑧やっぱり。よかったわ

けないよな。私もそうだ

し。 

⑧「私もね、今日、はじめてＯＴ

に行ったんですよ。まわりはみん

な知らない人だし、なにするかも

わからないし、まわりの人は慣れ

ているようだったけど、私はなん

だか、あまり居ごこちがよくなか

ったんですよ。私はね」 

⑨アドバイスをもらっ

たように、自分も何を感

じたのか話すことは大

切だと思い、真剣に話し

はじめた。 

⑩少し表情がかわり、

はっきりした感じで、

「そう」と言う。 

⑪なにか、食いついてき

た。 

⑫「そうですよ。はじめてのとこ

だったしね……。A さんはどうだ

ったかなってと思って……」 

⑫私はこうったけど、A

さんはどうだったかと

いうように、もう一度聞

いてみた。 

⑬「なんかね、みんな

に帰れって言われて

いるような気がした

のよ」とボソッと言

う。 

⑭少し驚いた。 ⑮「そうだったんですか。でもは

じめてのところは誰でも居づら

いですよね。同じですよね。でも、

A さんに帰ってほしいなんて、み

んな思っていないと思いますよ。

私はそう思います。」 

⑬その理由は私も少し

理解できた。それは伝え

ようと思った。 

⑯「そうかしらね」  ⑰「うん、少しずつ、慣れていけ

たらいいですよね」 
 

全体のプロセスからわかったこと／わからないこと 

なんで？と思ったことはやっぱり聞いてみないとわからないし、疑問に思ったことは A さんに直接聞いて

みるようになった。今回はそれに加えて、「私はこう感じたんです。」と言うことにしてみた。意外な返答で私

は少し驚いたが、私が自分の体験を少し長く語ったので、A さんも驚いたかもしれない。同じように居づらい

気持ちだったと知って安心したかもしれない。A さんの反応をふり返ってみると、わるいイメージのやりとり

ではなかったように思う。 
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